
伊方発電所の状況について

令和６年１１月１５日
四 国 電 力 株 式 会 社

資料３



目 次

1

１．３号機第１７回定期検査の状況について

（１）定期検査の実績

（２）主要工事および燃料集合体の取り替え

（３）炉内核計装装置の不具合について



2

（１）定期検査の実績

• 伊方３号機は、本年７月１９日より第１７回定期検査を開始し、必要な点検や検査、
火災防護に関する工事等を安全最優先で実施した。

• 原子炉起動後に炉内核計装装置の不具合が発生したものの、必要な対策を実施
し、１０月１８日に送電を開始、１１月１２日に総合負荷性能検査を終了し、通常運
転を再開した。

項 目 実 績

送電停止 ７月１９日

原子炉起動 １０月１６日※

送電開始 １０月１８日

総合負荷性能検査

（定期検査終了）
１１月１２日

※ ２回目の原子炉起動日。９月２９日に原子炉を起動したが、炉内核計装装置の不具合により
１０月７日に一旦停止した。
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（２）主要工事および燃料集合体の取り替え
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① 火災防護対策工事

• 火災に関する規制基準の改正に伴う対応と
して、火災感知器を追設し、火災感知機能を
強化した。

• 原子力規制検査での指摘事項への対応とし
て、ケーブルを収納する電線管等へ耐火材
を施工し、耐火能力の向上を図った。

② 燃料集合体の取り替え

• 燃料集合体全数１５７体のうち、４０体（ＭＯＸ
燃料※ ５体含む）の燃料集合体をウラン新燃
料に取り替えた。

※ ウラン・プルトニウム混合酸化物燃料

火災防護対策工事作業状況
（電線管への耐火材施工）

燃料装荷作業状況
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※１ 出力分布を測定する検査
炉内のウラン燃料の燃焼（核分裂）状況を詳細に把握するために実施するもので、可動型の検出器を原子
炉内（５０箇所）に挿入し、原子炉内の中性子の数を測定することにより、燃料の出力分布を評価する。事象
発生時は、原子炉出力８％において炉内計装盤の取替工事における機能試験を実施していたもの。

※２ 炉内核計装装置
原子炉内に設けた案内管（５０箇所）に小型の可動検出器を挿入し、中性子の数を測定する装置。

※３ 炉内計装盤
炉内核計装装置を構成する機器の１つで、検出器の操作及び検出器が検出した中性子の数を表示する盤。
中央制御室に設置している。
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（３）炉内核計装装置の不具合について（１／２）

• １０月２日、第１７回定期検査中において、原子炉内の燃料の出力分布を測定する
検査※１を行っていたところ、炉内核計装装置※２の検出器８本（予備検出器４本含
む）の出力信号が炉内計装盤※３に表示されないことについて保修員が確認し、詳細
な点検が必要と判断した。なお、検出器８本の挿入・引抜動作に問題はなかった。

• １０月７日、当該対応に時間を要する見込みであったことから原子炉を一旦停止し、
必要な対策を講じた後、１０月１６日に原子炉を起動した。

• １０月１８日、炉内核計装装置により原子炉内の燃料の出力分布が正常に測定でき
ることを確認し、同日送電を開始した。
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炉内計装盤内部

検出器の出力信号が
表示されなかった

事象発生時の炉内核計装装置の表示画面

検出器の出力信号が
表示されている

対策後の炉内核計装装置の表示画面

炉内計装盤
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（３）炉内核計装装置の不具合について（２／２）
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炉内核計装装置概要図

• 出力分布を測定する際は、原子炉容器下部に
設けられた炉内計装案内管を通じて、検出器
駆動装置により４つの可動型の検出器を、原
子炉内（５０箇所）に順次挿入し、燃料集合体
の中性子の数を測定する。

• 各選択装置で案内管を選択することにより、１
検出器あたり原子炉内の１２～１３箇所につい
て測定を実施する。

• 各検出器の操作は、中央制御室に設置された
炉内計装盤にて行う。また、測定された検出
器の出力信号は炉内計装盤に表示される。

• 原子炉の出力（中性子の数）を確認する装置
には、炉内核計装装置と炉外核計装装置があ
り、運転中は、炉外核計装装置によって常時
監視している。
（炉内核計装装置による確認は１回／月）
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（参考）炉内核計装装置について
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